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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示装置

(57)【要約】
【課題】  表示品位を損なうことなく、消費電力を低減
することが可能な有機ＥＬ表示装置を提供する。
【解決手段】  マトリクス配置された走査電極Ｃ1 ～Ｃ
n とデータ電極Ｓ1～Ｓm と、この電極間に少なくとも
発光機能に関与する有機物を含有する有機層ＥＬを有
し、少なくとも１組の電極により形成される有機ＥＬ素
子を介して１つの閉回路が形成される有機ＥＬディスプ
レイを駆動する有機ＥＬ表示装置であって、前記有機Ｅ
Ｌ素子が非選択状態のときに印加される逆バイアス電圧
が、データ電極の最大駆動電圧より低い電圧である構成
の有機ＥＬ表示装置とした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  マトリクス配置された走査電極とデータ
電極と、この電極間に少なくとも発光機能に関与する有
機物を含有する有機層を有し、
少なくとも１組の電極により形成される有機ＥＬ素子を
介して１つの閉回路が形成される有機ＥＬディスプレイ
を駆動する有機ＥＬ表示装置であって、
前記有機ＥＬ素子が非選択状態のときに印加される逆バ
イアス電圧が、データ電極の最大駆動電圧より低い電圧
である有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】  前記有機ＥＬ素子に印加される逆バイア
ス電圧が、データ電極の最大駆動電圧より、０Ｖよりも
大きく有機ＥＬ素子の発光しきい値電圧未満低い電圧で
ある請求項１の有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】  前記逆バイアス電圧は、走査電極が非選
択時に接続される電源電圧を、データ電極の最大駆動電
圧より低い電圧として印加する請求項１または２の有機
ＥＬ表示装置。
【請求項４】  前記逆バイアス電圧は、データ電極が非
選択時に接続される電源電圧を、走査電極が選択時に接
続される電源電圧より高い電圧として印加する請求項１
～３のいずれかの有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はオーディオ等で使わ
れる情報表示パネル、自動車用の計器パネル、動画・静
止画を表示させるディスプレイ等、家電製品、自動車、
二輪車電装品に使用され、発光機能を有する有機化合物
を用いて構成された有機ＥＬ表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、有機ＥＬ素子が盛んに研究され、
実用化されつつある。これは、錫ドープ酸化インジウム
（ＩＴＯ）などの透明電極（ホール注入電極）上にトリ
フェニルジアミン（ＴＰＤ）などのホール輸送材料を蒸
着により薄膜とし、さらにアルミキノリノール錯体（Ａ
ｌｑ3 ）などの蛍光物質を発光層として積層し、さらに
Ｍｇなどの仕事関数の小さな金属電極（電子注入電極）
を形成した基本構成を有する素子で、１０V 前後の電圧
で数１００から数１００００cd/m2ときわめて高い輝度
が得られることで、家電製品、自動車、二輪車電装品等
のディスプレイとして注目されている。
【０００３】このような有機ＥＬ素子は、例えば、発光
層等の有機層が、通常電子注入電極となる走査（コモン
ライン）電極と、通常ホール注入電極（透明電極）とな
るデータ（セグメントライン）電極とで挟まれ、かつ透
明（ガラス）基板に形成された構造を有する。また、デ
ィスプレイとして形成されたものでは、マトリクス状に
配置された走査電極とデータ電極とにより、ドット表示
させ、これらのドット（画素）の集合体として、イメー
ジ、キャラクタ等の情報を表示するマトリクスディスプ
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レイと、予め決められた形状、大きさの表示器として独
立に存在しているものを表示させるセグメントディスプ
レイとに大別される。
【０００４】セグメントタイプのディスプレイの場合、
各表示器をそれぞれ別個独立に表示させるスタティック
駆動方式も可能であるが、マトリクスディスプレイの場
合、通常、各走査ライン、およびデータラインを時分割
駆動するダイナミックドライブ方式が採用されている。
このダイナミックドライブ方式には、電子注入電極を走
査電極、ホール注入電極をデータ電極として駆動する場
合と、電子注入電極をデータ電極、ホール注入電極を走
査電極として駆動する場合との２つの駆動方式に分けら
れる。
【０００５】ここで、図９を参照して、マトリクス電極
構成で、ダイナミック駆動方式によって駆動する表示装
置の構成の一例について説明する。図９は電子注入電極
を走査電極、ホール注入電極をデータ電極として駆動す
る場合を示している。この表示装置は、有機ＥＬ表示器
１０１と、走査電極駆動部１０２と、データ電極駆動部
１０３とを備えている。
【０００６】表示器１０１は、マトリクス状に配置され
た走査電極Ｃ1 ～Ｃn （ｎは任意の自然数）およびデー
タ電極Ｓ1 ～Ｓm （ｍは任意の自然数、図では便宜上４
本として説明する）と、これら走査電極とデータ電極が
交差する部分に形成され、両電極に接続された複数の有
機ＥＬ素子ＥＬ（1,1）～ＥＬ（n,m）を有している。な
お、符号Ｃx （ｘ＝１～ｎ）は、ｘ行目の走査電極を表
し、符号Ｓy （ｙ＝１～ｍ）はｙ列目の走査電極を表
し、符号ＥＬ（x,y）は、ｘ行、ｙ列目の有機ＥＬ素子
を表している。なお、図ではｎ＝１～３、ｍ＝１～４の
範囲を表示している（以下同じ）。
【０００７】走査電極駆動部１０２は、表示器１０１の
走査電極Ｃ1 ～Ｃn に接続され、この走査電極Ｃ1 ～Ｃ
n を駆動するようになっている。データ電極駆動部１０
３は、表示器１０１のデータ電極Ｓ1 ～Ｓm に接続さ
れ、このデータ電極Ｓ1 ～Ｓmを駆動するようになって
いる。
【０００８】走査電極駆動部１０２は、ｎ個のスイッチ
ＳＷa1～ＳＷanを有している。各スイッチＳＷa1～ＳＷ
anの可動接点は、それぞれ、走査電極Ｃ1 ～Ｃn に接続
されている。各スイッチＳＷa1～ＳＷanの２つの固定接
点のうち、一方の固定接点は電源電圧Vcc が接続され、
他方の固定接点は接地されている。走査電極駆動部１０
２は、あるスイッチの可動接点をアース電位側の固定接
点に接続することで、そのスイッチに接続された走査電
極を選択状態にし、他のスイッチの可動接点を電源電圧
Vcc 側の固定接点に接続することで、他のスイッチに接
続された走査電極を非選択状態にする。走査電極駆動部
１０２は、このような動作を、スイッチＳＷa1からスイ
ッチＳＷanまで順次繰り返して、線順次駆動を行う。
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【０００９】データ電極駆動部１０３は、ｍ個のスイッ
チＳＷb1～ＳＷbmを有している。各スイッチＳＷb1～Ｓ
Ｗbmの可動接点は、それぞれ、データ電極Ｓ1 ～Ｓm に
接続されている。各スイッチＳＷb1～ＳＷbmの２つの固
定接点のうちの一方の固定接点には、それぞれ、定電流
源Ｉ1 ～Ｉm の一端が接続され、定電流源Ｉ1 ～Ｉmの
他端は接地されている。各スイッチＳＷb1～ＳＷbmの他
方の固定接点は接地されている。データ電極駆動部１０
３は、走査電極駆動部１０２のスイッチＳＷa1～ＳＷan
の動作に同期して、スイッチＳＷb1～ＳＷbmを動作さ
せ、ある走査電極が選択状態のとき、所望のデータ電極
を定電流源に接続して選択状態とし、他のデータ電極を
接地して非選択状態とする。その結果、選択状態の走査
電極と選択状態のデータ電極とに接続された有機ＥＬ素
子に定電流が供給され、この有機ＥＬ素子が発光する。
【００１０】なお、データ電極駆動部１０３の選択時の
駆動電源として電流源を使用するように図示されている
が、電圧源を使用することも可能である。
【００１１】走査電極駆動部１０２は非選択状態で電源
電圧Vcc に、データ電極駆動部１０３は非選択状態でア
ース電位（０Ｖ）に接続することにより、電流の回り込
みによる誤発光（クロストーク）を防止している。
【００１２】この走査電極駆動部１０２の非選択時電源
電圧Vcc は、選択されているデータ電極Ｓ1 、Ｓ2 と走
査されていない走査電極Ｃ2 ～Ｃn との交点に接続され
た発光素子が誤発光しないように設けられており、その
印加電圧は、前記発光素子の順方向印可電圧が発光しき
い値電圧Vth以下になるように設定されれば良く、一般
的にはデータ電極の選択時最大駆動電圧以上の電圧に設
定される。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】ところで、有機ＥＬ素
子を等価的な電気回路で表すと、図７のようになる。す
なわち、図において、有機ＥＬ素子は、ダイオード要素
Ｄと寄生容量Ｃp との並列回路として表される。このよ
うに、有機ＥＬ素子は寄生容量Ｃp を有するため、つぎ
のような問題があった。
【００１４】図９において、ＥＬ（1,1）とＥＬ（1,2）
は電圧Vcc で順バイアスされているので発光している。
データ電極Ｓ1 上のＥＬ（2,1）～ＥＬ（n,1）、データ
電極Ｓ２上のＥＬ（2,2）～ＥＬ（n,2）、ＥＬ（1,
3）、ＥＬ（1,4）の寄生容量には電荷がチャージされて
いない。データ電極Ｓ3 上のＥＬ（2,3）～ＥＬ（n,
3）、データ電極Ｓ4 上のＥＬ（2,4）～ＥＬ（n,4）は
逆バイアスされた状態である。
【００１５】次に走査電極Ｃ1 から走査電極Ｃ2 に選択
電極が変化した時の状態を図１０に示す。図１０は有機
ＥＬ素子として寄生容量だけで表している。データ電極
Ｓ1は選択のまま（ＯＮ→ＯＮ）変わらず、データ電極
Ｓ2 は選択から非選択（ＯＮ→ＯＦＦ）に変わり、デー
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タ電極Ｓ3 は非選択から選択（ＯＦＦ→ＯＮ）に変わ
り、データ電極Ｓ4 は非選択のまま（ＯＦＦ→ＯＦＦ）
変わらない。この４つのモードがデータ電極で起こりう
る全ての選択モードであり、以後この４つのモードを用
い説明を行う。
【００１６】走査電極がＣ1 からＣ2 に切り替わる際、
選択された有機ＥＬ素子ＥＬ（2,1）とＥＬ（2,3）にの
み、発光に必要な電流だけが流れることが理想である。
しかしながら、前記有機ＥＬ素子には寄生容量Ｃp が存
在するため、図１０の矢印で示したようにこの寄生容量
Ｃp を充放電するために電流が流れる。この発光に寄与
しない電流が配線抵抗や、プルアップ、プルダウン抵抗
などの抵抗成分で損失となり、消費電力を増大させるこ
とが問題となっていた。
【００１７】ここで、図９に示した従来例で、走査電極
が切り替わる時のデータ電極が取りうる４モードに関し
て、各データ電極ごとに有機ＥＬ素子の寄生容量に起因
するエネルギー損失を具体的に示す。
【００１８】有機ＥＬ素子の寄生容量：Ｃ［Ｆ］、デー
タ電極の選択時における最大駆動電圧を、走査電極の非
選択時に接続される電源電圧と同じVcc とすると、各デ
ータ電極ごとに有機ＥＬ素子の寄生容量に起因するエネ
ルギー損失Ｗ［Ｊ］は、
データ電極Ｓ1 （ＯＮ→ＯＮ）：Ｗ＝Ｃ×Vcc2

データ電極Ｓ2 （ＯＮ→ＯＦＦ）：Ｗ＝１／２×（ｎ＋
２）×Ｃ×Vcc2

データ電極Ｓ3 （ＯＦＦ→ＯＮ）：Ｗ＝１／２×（ｎ＋
２）×Ｃ×Vcc2

データ電極Ｓ4 （ＯＦＦ→ＯＦＦ）：Ｗ＝Ｃ×Vcc2

となる。
【００１９】有機ＥＬ素子は面発光素子であるため、寄
生容量Ｃp が大きく、パネルサイズが大きくなればなる
ほど有機ＥＬ素子の寄生容量も大きくなり、有機ＥＬ素
子の寄生容量に起因する消費電力も増大する。
【００２０】本発明の目的は、表示品位を損なうことな
く、消費電力を低減することが可能な有機ＥＬ表示装置
の駆動方法及び駆動装置を提供することである。
【００２１】
【課題を解決するための手段】図９から図１０の状態に
切り替わる際、発光に寄与しない有機ＥＬ素子の寄生容
量を充放電する電流は、有機ＥＬ素子の逆バイアス電圧
による影響が大きい。この逆バイアス電圧を小さくする
ことにより、発光に寄与しない有機ＥＬ素子の寄生容量
Ｃp を充放電する電流を減少させ、消費電力を低減させ
ることができる。
【００２２】すなわち、上記目的は以下の本発明により
達成される。
【００２３】（１）  マトリクス配置された走査電極と
データ電極と、この電極間に少なくとも発光機能に関与
する有機物を含有する有機層を有し、少なくとも１組の
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電極により形成される有機ＥＬ素子を介して１つの閉回
路が形成される有機ＥＬディスプレイを駆動する有機Ｅ
Ｌ表示装置であって、前記有機ＥＬ素子が非選択状態の
ときに印加される逆バイアス電圧が、データ電極の最大
駆動電圧より低い電圧である有機ＥＬ表示装置。
（２）  前記有機ＥＬ素子に印加される逆バイアス電圧
が、データ電極の最大駆動電圧より、０Ｖよりも大きく
有機ＥＬ素子の発光しきい値電圧未満低い電圧である上
記（１）の有機ＥＬ表示装置。
（３）  前記逆バイアス電圧は、走査電極が非選択時に
接続される電源電圧を、データ電極の最大駆動電圧より
低い電圧として印加する上記（１）または（２）の有機
ＥＬ表示装置。
（４）  前記逆バイアス電圧は、データ電極が非選択時
に接続される電源電圧を、走査電極が選択時に接続され
る電源電圧より高い電圧として印加する上記（１）～
（３）のいずれかの有機ＥＬ表示装置。
【００２４】
【発明の実施の形態】本発明の有機ＥＬ表示装置は、マ
トリクス配置された走査電極とデータ電極と、この電極
間に少なくとも発光機能に関与する有機物を含有する有
機層を有し、少なくとも１組の電極により形成される有
機ＥＬ素子を介して１つの閉回路が形成される有機ＥＬ
ディスプレイを駆動する有機ＥＬ表示装置であって、前
記有機ＥＬ素子が非選択状態のときに印加される逆バイ
アス電圧が、データ電極の最大駆動電圧より低い電圧と
したものである。
【００２５】有機ＥＬ素子に印加される逆バイアス電圧
を、データ電極に印加される最大駆動電圧より、０Ｖよ
りも大きく有機ＥＬ素子の発光しきい値電圧未満低くす
るには、基本的に三つの態様がある。その形態ごとに動
作が異なるので、以下に場合を分けて説明する。
【００２６】本発明の第一の態様を図１、図２を用いて
説明する。
【００２７】図１、図２は走査電極の非選択時に接続さ
れる電源電圧を、データ電極の選択時における最大駆動
電圧より電圧Ｖ1 だけ低くすることにより、有機ＥＬ素
子に印加される逆バイアス電圧を、データ電極の選択時
に印加される最大駆動電圧より低くなるようにした有機
ＥＬ表示装置である。このとき、データ電極の選択時に
おける最大駆動電圧はVcc とする。
【００２８】図１は、有機ＥＬ素子として寄生容量だけ
で表している。図９と同様にＥＬ（1,1）とＥＬ（1,2）
は定電流電源Ｉ１により電圧Vcc で順バイアスされてい
るので発光している。データ電極Ｓ1 上のＥＬ（2,1）
～ＥＬ（n,1）、データ電極Ｓ2 上のＥＬ（2,2）～ＥＬ
（n,2）は電圧Ｖ1 で順バイアスされている。ＥＬ（1,
3）、ＥＬ（1,4）の寄生容量には電荷がチャージされて
いない。データ電極Ｓ3上のＥＬ（2,3）～ＥＬ（n,
3）、データ電極Ｓ4 上のＥＬ（2,4）～ＥＬ（n,4）は
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電圧Vcc－Ｖ1 で逆バイアスされた状態である。
【００２９】電圧Ｖ1 を有機ＥＬ素子の発光しきい値電
圧Vth 未満の電圧に設定すれば、電圧Ｖ1 で順バイアス
されている有機ＥＬ素子は発光しない。
【００３０】次に、走査電極Ｃ1 から走査電極Ｃ2 に選
択電極が変化した時の状態を図２に示す。従来例と同様
にＥＬ（1,1）、ＥＬ（1,2）が発光した状態からＥＬ
（2,1）、ＥＬ（2,3）が発光する場合である。図１から
図２の状態へ切り替わる際、図２の矢印で示したように
有機ＥＬ素子の寄生容量を充放電するために電流が流
れ、寄生容量の左側に示した電圧で定常状態となる。
【００３１】ここで、従来例と同様にデータ電極で起こ
りうる４つモードに分け、有機ＥＬ素子の寄生容量に起
因するエネルギー損失を具体的に示す。有機ＥＬ素子の
寄生容量：Ｃ［Ｆ］、データ電極の選択時の最大駆動電
圧をVcc とすると、各データ電極ごとに有機ＥＬ素子の
寄生容量に起因するエネルギー損失Ｗ［Ｊ］は
データ電極Ｓ1 （ＯＮ→ＯＮ）：
Ｗ＝Ｃ×（Vcc －Ｖ1 ）2

データ電極Ｓ2 （ＯＮ→ＯＦＦ）：
Ｗ＝１／２×Ｃ×〔（ｎ＋２）×Vcc2 －２Ｖ1 ×（２V
cc －Ｖ1 ）〕
データ電極Ｓ3 （ＯＦＦ→ＯＮ）：
Ｗ＝１／２×Ｃ×〔（ｎ＋２）×Vcc2 －２Ｖ1 ×（２V
cc －Ｖ1 ）〕
データ電極Ｓ4 （ＯＦＦ→ＯＦＦ）：Ｗ＝Ｃ×（Vcc －
Ｖ1 ）2

となる。
【００３２】この結果を従来例と比較すると、全てのモ
ードにおいて有機ＥＬ素子の寄生容量に起因するエネル
ギー損失が低減されている。よって、第一の態様は従来
例より消費電力を低減することができる。
【００３３】消費電力低減のためには、電圧Ｖ1 を有機
ＥＬ素子の発光しきい値電圧Vth未満の電圧で、なるべ
く大きい電圧にした方が効果的である。この場合、動作
の安全性の面などから発光しきい値電圧Vthより、好ま
しくは０．５V 、より好ましくは１V 程度低く設定する
とよい。また、寄生容量は、素子（画素）の大きさ等に
もよるが、通常１～１０００pF程度である。
【００３４】次に、第二の態様を図３、図４を用いて説
明する。
【００３５】図３、図４はデータ電極の非選択時に接続
される電源電圧を、走査電極の選択時における電源電圧
より電圧Ｖ2 だけ高くすることにより、有機ＥＬ素子に
印加される逆バイアス電圧がデータ電極の選択時におけ
る最大駆動電圧より低くなるようにした有機ＥＬ表示装
置である。このとき、データ電極の選択時における最大
駆動電圧はVcc とする。
【００３６】図３は有機ＥＬ素子として寄生容量だけで
表している。図９と同様にＥＬ（1,1）とＥＬ（1,2）は
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7
電圧Vcc で順バイアスされているので発光している。デ
ータ電極Ｓ1 上のＥＬ（2,1）～ＥＬ（n,1）、データ電
極Ｓ2 上のＥＬ（2,2）～ＥＬ（n,2）は寄生容量に電荷
がチャージされていない。ＥＬ（1,3）、ＥＬ（1,4）の
寄生容量は電圧Ｖ2 で順バイアスされている。データ電
極Ｓ3 上のＥＬ（2,3）～ＥＬ（n,3）、データ電極Ｓ4 
上のＥＬ（2,4）～ＥＬ（n,4）の寄生容量は電圧Vcc －
Ｖ2 で逆バイアスされた状態である。
【００３７】電圧Ｖ2 を有機ＥＬ素子の発光しきい値電
圧Vth 未満の電圧に設定すれば、電圧Ｖ2 で順バイアス
されている有機ＥＬ素子は発光しない。
【００３８】次に、走査電極Ｃ1 から走査電極Ｃ2 に選
択電極が変化した時の状態を図４に示す。従来例と同様
にＥＬ（1,1）、ＥＬ（1,2）が発光した状態からＥＬ
（2,1）、ＥＬ（2,3）が発光する場合である。図３から
図４の状態へ切り替わる際、図４の矢印で示したように
有機ＥＬ素子の寄生容量を充放電するために電流が流
れ、寄生容量の左側に示した電圧で定常状態となる。
【００３９】ここで、従来例と同様にデータ電極で起こ
りうる４つモードに分け、有機ＥＬ素子の寄生容量に起
因するエネルギー損失を具体的に示す。
【００４０】有機ＥＬ素子の寄生容量：Ｃ［Ｆ］、デー
タ電極の選択時における最大駆動電圧を走査電極の非選
択時に接続される電源電圧と同じVcc とすると、各デー
タ電極ごとに有機ＥＬ素子の寄生容量に起因するエネル
ギー損失Ｗ［Ｊ］は
データ電極Ｓ1 （ＯＮ→ＯＮ）：Ｗ＝Ｃ×Vcc2

データ電極Ｓ2 （ＯＮ→ＯＦＦ）：
Ｗ＝１／２×Ｃ×〔（ｎ＋２）×Vcc2 －ｎ×Ｖ1 ×
（２Vcc －Ｖ2 ）〕
データ電極Ｓ3 （ＯＦＦ→ＯＮ）：
Ｗ＝１／２×Ｃ×〔（ｎ＋２）×Vcc2 －ｎ×Ｖ1 ×
（２Vcc －Ｖ2 ）〕
データ電極Ｓ4 （ＯＦＦ→ＯＦＦ）：Ｗ＝Ｃ×Vcc2

となる。
【００４１】この結果を従来例と比較すると、データ電
極Ｓ2 （ＯＮ→ＯＦＦ）とデータ電極Ｓ3 （ＯＦＦ→Ｏ
Ｎ）ではエネルギー損失が大きく低減されている。ま
た、データ電極Ｓ1 （ＯＮ→ＯＮ）とデータ電極Ｓ4 
（ＯＦＦ→ＯＦＦ）については従来例とエネルギー損失
は変わらない。よって、第二の態様でも表示器に何らか
のパターンが表示されていれば、従来例より消費電力を
低減することができる。
【００４２】この場合も、消費電力低減のためには、電
圧Ｖ2 を有機ＥＬ素子の発光しきい値電圧Vth 未満の電
圧で、なるべく大きい電圧にした方が効果的である。
【００４３】次に、第三の態様を図５、図６を用いて説
明する。
【００４４】図５、図６は第一の態様と第二の態様を組
み合わせることにより、有機ＥＬ素子に印加される逆バ
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イアス電圧が、データ電極の選択時における最大駆動電
圧より低くなるようにした有機ＥＬ表示装置である。具
体的には走査電極の非選択時に接続される電源電圧を、
データ電極の選択時における最大駆動電圧より電圧Ｖ1 
だけ小さくし、データ電極の非選択時に接続される電源
電圧を走査電極の選択時に接続される電源電圧より電圧
Ｖ2 だけ大きくしている。このとき、データ電極の選択
時における最大駆動電圧はVcc とする。
【００４５】図５は、有機ＥＬ素子として寄生容量だけ
で表している。図９と同様にＥＬ（1,1）とＥＬ（1,2）
は電圧Vcc で順バイアスされているので発光している。
データ電極Ｓ1 上のＥＬ（2,1）～ＥＬ（n,1）、データ
電極Ｓ2 上のＥＬ（2,2）～ＥＬ（n,2）の寄生容量は電
圧Ｖ1 で順バイアスされている。ＥＬ（1,3）、ＥＬ
（1,4）の寄生容量は電圧Ｖ2 で順バイアスされてい
る。データ電極Ｓ3 上のＥＬ（2,3）～ＥＬ（n,3）、デ
ータ電極Ｓ4 上のＥＬ（2,4）～ＥＬ（n,4）の寄生容量
は電圧Vcc －Ｖ1 －Ｖ2 で逆バイアスされた状態であ
る。
【００４６】電圧Ｖ1 、電圧Ｖ2 を有機ＥＬ素子の発光
しきい値電圧Vth 未満の電圧に設定すれば、電圧Ｖ1 、
電圧Ｖ2 で順バイアスされている有機ＥＬ素子は発光し
ない。また、この電圧Ｖ1 と電圧Ｖ2 は同じ電圧でも、
それぞれ違った電圧でも構わない。
【００４７】次に、走査電極Ｃ1 から走査電極Ｃ2 に選
択電極が変化した時の状態を図６に示す。従来例と同様
にＥＬ（1,1）、ＥＬ（1,2）が発光した状態からＥＬ
（2,1）、ＥＬ（2,3）が発光する場合である。図５から
図６の状態へ切り替わる際、図６の矢印で示したように
有機ＥＬ素子の寄生容量を充放電するために電流が流
れ、寄生容量の左側に示した電圧で定常状態となる。
【００４８】ただし、ＥＬ（1,3）とＥＬ(2,2)は、電圧
Ｖ1 と電圧Ｖ2 の電圧の大きさにより、流れる電流方向
が異なる。ＥＬ（1,3）では電圧Ｖ1 ＞電圧Ｖ2 の場合
は順方向に電荷を充電する方向に電流が流れ、電圧Ｖ1 
＜電圧Ｖ2 の場合には順方向にチャージされた電荷を放
電する方向に電流が流れる。ＥＬ(2,2)では、これと逆
方向に電流が流れる。電圧Ｖ1 ＝電圧Ｖ2 の場合はＥＬ
（1,3）とＥＬ(2,2)共に電流は流れない。
【００４９】ここで、従来例と同様にデータ電極で起こ
りうる４つモードに分け、有機ＥＬ素子の寄生容量に起
因するエネルギー損失を具体的に示す。
【００５０】有機ＥＬ素子の寄生容量：Ｃ［Ｆ］、デー
タ電極の選択時最大限動電圧をVccとすると各データ電
極ごとに有機ＥＬ素子の寄生容量に起因するエネルギー
損失Ｗ［Ｊ］は
データ電極Ｓ1 （ＯＮ→ＯＮ）：Ｗ＝Ｃ×（Vcc －Ｖ1
 ）2

データ電極Ｓ2 （ＯＮ→ＯＦＦ）：
Ｗ＝１／２×Ｃ×〔（ｎ＋２）×Vcc2 －２Ｖ1 ×（２V
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9
cc －Ｖ1 ）－ｎ×Ｖ2 ×（２Vcc －Ｖ2 ）〕
データ電極Ｓ3 （ＯＦＦ→ＯＮ）：
Ｗ＝１／２×Ｃ×〔（ｎ＋２）×Vcc2 －２Ｖ1 ×（２V
cc －Ｖ1 ）－ｎ・Ｖ2 ・（２Vcc－Ｖ2 ）〕
データ電極Ｓ4 （ＯＦＦ→ＯＦＦ）：Ｗ＝Ｃ×（Vcc －
Ｖ1 ）2

となる。
【００５１】データ電極Ｓ２（ＯＮ→ＯＦＦ）とデータ
電極Ｓ３（ＯＦＦ→ＯＮ）では式中の（２Vcc －Ｖ1 ）
と（２Vcc －Ｖ2 ）が正の値をとるので、従来例と比較
してエネルギー損失が大きく低減されている。また、デ
ータ電極Ｓ1 （ＯＮ→ＯＮ）とデータ電極Ｓ4 （ＯＦＦ
→ＯＦＦ）についても従来例よりエネルギー損失が大き
く低減されており、全てのモードにおいて有機ＥＬ素子
の寄生容量に起因するエネルギー損失が低減されてい
る。よって、第三の態様は従来例より消費電力を低減す
ることができる。
【００５２】消費電力低減のためには、電圧Ｖ1 、電圧
Ｖ2 を有機ＥＬ素子の発光しきい値電圧Vth 未満の電圧
で、なるべく大きい電圧にした方が効果的である。
【００５３】上記第一～第三の態様のなかで、最も消費
電力抑制効果が高いのは第三の態様であり、次いで第
二、第一の態様となるが、第一、第二の態様は、表示す
るパターンにより効果が異なる。何れを選択するかは、
表示パターン、回路構成や、必要とする表示装置の性
能、コストなどを考慮して決定すればよい。
【００５４】次に、本発明の表示装置についてより詳細
に説明する。
【００５５】本発明の表示装置は、例えば図８に示すよ
うに、ディスプレイに表示するデータや、表示に関する
データを与える主制御部１０４を有し、この主制御部１
０４から与えられる表示データに応じて有機ＥＬディス
プレイの走査電極、データ電極を駆動する信号である走
査電極駆動信号、データ電極駆動信号を送出する表示制
御御部１０５を有する。さらに、この表示制御御部１０
５と接続され、主制御部１０４等から与えられる表示デ
ータをマトリクスデータ、ビットマップデータ等に展開
するためのデータや、あらかじめ決められた表示内容の
データ等を格納する表示データ記憶部１０６と、表示制
御御部１０５からの走査電極駆動信号、データ電極駆動
信号により、有機ＥＬ表示器（有機ＥＬディスプレイ本
体）１０１の走査電極、データ電極を駆動する走査電極
駆動部１０２と、データ電極駆動部１０３とを有する。
【００５６】主制御部１０４は、有機ＥＬ表示器１０１
に表示させる表示データを与えたり、表示データ記憶部
１０６に記憶されている表示データを指定したり、表示
に必要なタイミングや制御データを与えたりする。この
主制御部１０４は、通常、汎用のマイクロプロセッサ
（ＭＰＵ）と、このＭＰＵと接続されている記憶媒体
（ＲＯＭ、ＲＡＭ等）上の制御アルゴリズム等により構
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成することができる。主制御部１０４は、ＣＩＳＣ、Ｒ
ＩＳＣ、ＤＳＰ等プロセッサの態様を問わず使用可能で
あり、その他ＡＳＩＣ等論理回路の組み合わせなどによ
り構成してもよい。また、この例では主制御部１０４を
独立に設けているが、表示制御御部１０５や、ディスプ
レイが備え付けられる装置の制御手段等と一体としても
よい。
【００５７】表示制御御部１０５は、主制御部１０４等
から与えられる表示データ等を解析し、必要により表示
データ記憶部１０６に格納されているデータを検索し
て、その表示データを有機ＥＬディスプレイ上の所定の
位置に表示させるためのマトリクスデータに変換する。
すなわち、表示する画像（イメージまたはキャラクタ）
データが、各マトリクスの交点で与えられる有機ＥＬ素
子の画素単位のドットデータとした場合、そのドット座
標を与える走査電極とデータ電極を駆動するような信号
を発生する。また、上記のような各フレーム単位での駆
動や、走査電極とデータ電極の駆動比（デューティ）制
御等も行う。
【００５８】表示制御御部１０５は、例えば、所定の演
算機能を有するプロセッサや複合論理回路、前記プロセ
ッサ等が外部の主制御手段等とのデータの授受を行うた
めのバッファ、制御回路へのタイミング信号、表示タイ
ミング信号や外部記憶手段等への読み出し、書き込みタ
イミング信号等を与えるタイミング信号発生回路（発振
回路）、外部の記憶手段から表示データ等の授受を行う
記憶素子制御回路、外部の記憶素子から読み出したり、
外部から与えられ、あるいはこれを加工することにより
得られた表示データを駆動信号として送出する駆動信号
送出回路、外部から与えられる表示機能や表示させるデ
ィスプレイ等に関するデータ、制御コマンド等を格納す
る各種レジスタ等により構成することができる。
【００５９】表示データ記憶部１０６は、外部から与え
られた画像データを、ディスプレイ上にマトリクスデー
タとして展開するためのデータ（変換テーブル）や、所
定のキャラクタデータやイメージデータをそのままマト
リクスデータに展開したデータ等が格納され、それぞれ
必要に応じて格納位置（アドレス）を指定することによ
り読み出し（書き込み）が可能なようになっている。こ
のような、表示データ記憶手段としてはＲＡＭ（ＶＲＡ
Ｍ）、ＲＯＭ等の半導体記憶素子を好ましく挙げること
ができるが、これに限定されるものではなく、光や磁気
を応用した記憶媒体（ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ、ＨＤ等）を用
いてもよい。
【００６０】走査電極駆動部１０２およびデータ電極駆
動部１０３は表示制御御部１０５から与えられた走査電
極駆動信号、データ電極駆動信号に応じて走査電極、デ
ータ電極を駆動する。有機ＥＬ表示器を構成する有機Ｅ
Ｌ素子は電流駆動により発光する発光素子である。よっ
て、データ電極の選択時供給電源としては定電流源（定
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電流回路）が使用されるが、定電圧源でも構わない。駆
動電流としては、データ側が通常、０．００１～１mA、
走査側が通常０．００１～３００mA程度である。
【００６１】より具体的には、必要な電流容量を有する
電圧－電流変換素子、あるいは増幅素子（電力増幅）等
のスイッチング素子を用いて、所定位置の走査電極、デ
ータ電極を駆動する。このような駆動回路の構成とし
て、プッシュプル回路等が挙げられる。そして、データ
電極の選択電源として定電流源を使用する場合、定電流
源としては一般にカレントミラー回路等が知られてい
る。カレントミラー回路を定電流駆動させるためには、
負荷にかかる電圧以上の電圧で駆動しなければならな
い。ここでいう負荷とは発光時の有機ＥＬ素子の抵抗と
配線抵抗とスイッチのオン抵抗等の合成抵抗である。電
圧－電流変換素子、あるいは増幅素子等のスイッチング
素子としては、リレー等の有接点デバイスを用いること
も考えられるが、動作の高速佐、信頼性等を考慮する
と、トランジスタ、ＦＥＴおよびこれらと同等の機能を
有する半導体素子が好ましい。また、これらはＩＣ等の
集積回路となってもよい。これら半導体素子は、選択電
源側または非選択電源側のいずれかに走査電極、データ
電極を接続する。ここで、選択電源側、非選択電源側と
は直接電圧源や電流源、接地ラインに接続する場合の
他、電流制限抵抗、保護用デバイス、レギュレータ等の
素子を介して接続する場合も含まれる。
【００６２】有機ＥＬ表示器１０１は、複数の走査電極
と、データ電極とが交差するように配置され、これら２
つの任意の電極問に与えられる駆動信号により、特定の
画素（有機ＥＬ素子）が発光するようになっている。マ
トリクス部の走査電極数、データ電極数は、そのディス
プレイの大きさや精細度により適宜決められるが、通
常、走査電極数が１～７６８本、データ電極数が１～３
０７２本程度である。
【００６３】上記回路は有機ＥＬ表示器（有機ＥＬディ
スプレイ本体）を駆動するための回路構成の一例にすぎ
ず、同等な機能を有するものであれば他の回路構成をと
ることも可能である。また、ディスプレイ制御手段、走
査電極駆動手段およびデータ電極駆動手段等と明確に分
割せずにこれらが渾然一体となった構成であってもよ
い。なお、これらの回路装置は、通常、１種または２種
以上のＩＣおよびその周辺部品として構成されている。
【００６４】本発明の装置により駆動されるディスプレ
イとして、例えば、電子レンジ、電気炊飯器、エアコ
ン、ビデオ、オーディオ装置等の家電製品の表示器、自
動車、二輪車の速度計、回転計、ナビゲーションシステ
ム、オーディオパネル等の各種表示器、各種航空機、管
制施設等に用いられる各種計器等の好適に使用される。
【００６５】次に、本発明に使用される有機ＥＬ表示器
（ディスプレイ）の有機層について説明する。
【００６６】有機ＥＬ表示器は、基板上にマトリクス配
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置された走査電極（電子注入電極）とデータ電極（ホー
ル注入電極）との間に少なくとも発光機能に関与する有
機物を含有する有機層を有するもので、例えば、これら
の電極の間に有機層であるホール注入・輸送層、発光お
よび電子注入輸送層、必要により保護層が積層され、さ
らにこの上にガラス等の封止板を配置した構成を有す
る。
【００６７】有機ＥＬ表示器（有機ＥＬ素子）は、次の
ようなものである。
【００６８】発光層は、ホール（正孔）および電子の注
入機能、それらの輸送機能、ホールと電子の再結合によ
り励起子を生成させる機能を有する。発光層には、比較
的電子的にニュートラルな化合物を用いることが好まし
い。
【００６９】ホール注入輸送層は、ホール注入電極から
のホールの注入を容易にする機能、ホールを安定に輸送
する機能および電子を妨げる機能を有するものであり、
電子注入輸送層は、電子注入電極からの電子の注入を容
易にする機能、電子を安定に輸送する機能およびホール
を妨げる機能を有するものである。これらの層は、発光
層に注入されるホールや電子を増大・閉じこめさせ、再
結合領域を最適化させ、発光効率を改善する。
【００７０】発光層の厚さ、ホール注入輸送層の厚さお
よび電子注入輸送層の厚さは、特に制限されるものでは
なく、形成方法によっても異なるが、通常５～５００nm
程度、特に１０～３００nmとすることが好ましい。
【００７１】ホール注入輸送層の厚さおよび電子注入輸
送層の厚さは、再結合・発光領域の設計によるが、発光
層の厚さと同程度または１／１０～１０倍程度とすれば
よい。ホールまたは電子の各々の注入層と輸送層とを分
ける場合は、注入層は１nm以上、輸送層は１nm以上とす
るのが好ましい。このときの注入層、輸送層の厚さの上
限は、通常、注入層で５００nm程度、輸送層で５００nm
程度である。このような膜厚については、注入輸送層を
２層設けるときも同じである。
【００７２】有機ＥＬ素子の発光層には、発光機能を有
する化合物である蛍光怪物質を含有させる。このような
蛍光性物質としては、例えば、特開昭６３－２６４６９
２号公報に開示されているような化合物、例えばキナク
リドン、ルブレン、スチリル系色素等の化合物から選択
される少なくとも１種が挙げられる。また、トリス（８
－キノリノラト）アルミニウム等の８－キノリノールま
たはその誘導体を配位子とする金属錯体色素などのキノ
リン誘導体、テトラフェニルブタジェン、アントラセ
ン、ペリレン、コロネン、１２－フタロペリノン誘導体
等が挙げられる。さらには、特開平８－１２６００号公
報に記載のフェニルアントラセン誘導体、特開平８－１
２９６９号公報に記載のテトラアリールエテン誘導体等
を用いることができる。
【００７３】また、それ自体で発光が可能なホスト物質
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と組み合わせて使用することも好ましく、ドーバントと
しての使用も好ましい。このような場合の発光層におけ
る化合物の含有量は０．０１～２０質量％、さらには
０．１～１５質量％であることが好ましい。ホスト物質
と組み合わせて使用することによって、ホスト物質の発
光波長特性を変化させることができ、長波長に移行した
発光が可能になるとともに、素子の発光効率や安定性が
向上する。
【００７４】ホスト物質としては、キノリノラト錯体が
好ましく、さらには８－キノリノールまたはその誘導体
を配位子とするアルミニウム錯体が好ましい。このよう
なアルミニウム錯体としては、特開昭６３－２６４６９
２号、特開平３－２５５１９０号、特開平５－７０７３
３号、特開平５－２５８８５９号、特開平６－２１５８
７４号等に開示されているものを挙げることができる。
【００７５】具体的には、まず、トリス（８－キノリノ
ラト）アルミニウム、ビス（８－キノリノラト）マグネ
シウム、ビス〔ペンゾ（ｆ）－８－キノリノラト〕亜
鉛、ビス（２－メチル－８－キノリノラト）アルミニウ
ムオキシド、トリス（８－キノリノラト）インジウム、
トリス（５－メチル－８－キノリノラト）アルミニウ
ム、８－キノリノラトリチウム、トリス（５－クロロ－
８－キノリノラト）ガリウム、ビス（５－クロロ－８－
キノリノラト）カルシウム、５，７－ジクロル－８－キ
ノリノラトアルミニウム、トリス（５，７－ジブロモ－
８－ヒドロキシキノリノラト）アルミニウム、ポリ［亜
鉛（ＩＩ）－ビス（８－ヒドロキシ－５－キノリニル）
メタン］等がある。
【００７６】このほかのホスト物質としては、特開平８
－１２６００号公報に記載のフェニルアントラセン誘導
体や特開平８－１２９６９号公報に記載のテトラアリー
ルエテン誘導体なども好ましい。
【００７７】発光層は電子注入輸送層を兼ねたものであ
ってもよく、このような場合はトリス（８－キノリノラ
ト）アルミニウム等を使用することが好ましい。これら
の蛍光性物質を蒸着すればよい。
【００７８】また、発光層は、必要に応じて、少なくと
も１種のホール注入輸送性化合物と少なくとも１種の電
子注入輸送性化合物との混合層とすることも好ましく、
さらにはこの混合層中にドーバントを含有させることが
好ましい。このような混合層におけるドーパントの含有
量は、０．０１～２０質量％、さらには０．１～１５質
量％とすることが好ましい。
【００７９】混合層では、キャリアのホッピング伝導パ
スができるため、各キャリアは極性的に有利な物質中を
移動し、逆の極性のキャリア注入は起こりにくくなるた
め、有機化合物がダメージを受けにくくなり、素子寿命
がのびるという利点がある。また、前述のドーバントを
このような混合層に含有させることにより、混合層自体
のもつ発光波長特性を変化させることができ、発光波長
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を長波長に移行させることができるとともに、発光強度
を高め、素子の安定性を向上させることもできる。
【００８０】混合層に用いられるホール注入輸送性化合
物および電子注入輸送性化合物は、各々、後述のホール
注入輸送層用の化合物および電子注入輸送層用の化合物
の中から選択すればよい。なかでも、ホール注入輸送層
用の化合物としては、強い蛍光を持ったアミン誘導体、
例えばホール輸送材料であるトリフェニルジアミン誘導
体、さらにはスチリルアミン誘導体、芳香族縮合環を持
つアミン誘導体を用いるのが好ましい。
【００８１】電子注入輸送性の化合物としては、キノリ
ン誘導体、さらには８－キノリノールないしその誘導体
を配位子とする金属錯体、特にトリス（８－キノリノラ
ト）アルミニウム（Ａｌq3 ）を用いることが好まし
い。また、上記のフェニルアントラセン誘導体、テトラ
アリールエテン誘導体を用いるのも好ましい。
【００８２】ホール注入輸送層用の化合物としては、強
い蛍光を持ったアミン誘導体、例えば上記のホール輸送
材料であるトリフェニルジアミン誘導体、さらにはスチ
リルアミン誘導体、芳香族縮合環を持つアミン誘導体を
用いるのが好ましい。
【００８３】この場合の混合比は、それぞれのキャリア
移動度とキャリア濃度によるが、一般的には、ホール注
入輸送性化合物の化合物／電子注入輸送機能を有する化
合物の質量比が、１／９９～９９／１、さらに好ましく
は１０／９０～９０／１０、特に好ましくは２０／８０
～８０／２０程度となるようにすることが好ましい。
【００８４】また、混合層の厚さは、分子層一層に相当
する厚み以上で、有機化合物層の膜厚未満とすることが
好ましい。具体的には１～１００nmとすることが好まし
く、さらには５～６０nm、特には５～５０nmとすること
が好ましい。
【００８５】また、混合層の形成方法としては、異なる
蒸着滞より蒸発させる共蒸着が好ましいが、蒸気圧（蒸
発温度）が同程度あるいは非常に近い場合には、予め同
じ蒸着ボード内で混合させておき、蒸着することもでき
る。混合層は化合物同士が均一に混合している方が好ま
しいが、場合によっては、化合物が島状に存在するもの
であってもよい。発光層は、一般的には、有機蛍光物質
を蒸着するか、あるいは、樹脂バインダー中に分散させ
てコーティングすることにより、発光層を所定の厚さに
形成する。
【００８６】ホール注入輸送層には、例えば、特開昭６
３－２９５６９５号公報、特開平２－１９１６９４号公
報、特開平３－７９２号公報、特開平５－２３４６８１
号公報、特開平５－２３９４５５号公報、特開平５－２
９９１７４号公報、特開平７－１２６２２５号公報、特
開平７－１２６２２６号公報、特開平８－１００１７２
号公報、ＥＰＯ６５０９５５Ａ１等に記載されている各
種有機化合物を用いることができる。例えば、テトラア
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リールベンジシン化合物（トリアリールジアミンないし
トリフェニルジアミン：ＴＰＤ）、芳香族三級アミン、
ヒドラゾン誘導体、カルバゾール誘導体、トリアゾール
誘導体、イミダゾール誘導体、アミノ基を有するオキサ
ジアゾール誘導体、ポリチオフェン等である。これらの
化合物は、１種のみを用いても、２種以上を併用しても
よい。２種以上を併用するときは、別層にして積層した
り、混合したりすればよい。
【００８７】ホール注入輸送層をホール注入層とホール
輸送層とに分けて積層する場合は、ホール注入輸送層用
の化合物のなかから好ましい組み合わせを選択して用い
ることができる。このとき、ホール注入電極（ＩＴＯ
等）側からイオン化ポテンシャルの小さい化合物の順に
積層することが好ましい。また、ホール注入電極表面に
は薄膜性の良好な化合物を用いることが好ましい。この
ような積層順については、ホール注入輸送層を２層以上
設けるときも同様である。このような積層順とすること
によって、駆動電圧が低下し、電流リークの発生やダー
クスポットの発生・成長を防ぐことができる。また、素
子化する場合、蒸着を用いているので１～１０nm程度の
薄い膜も均一かつピンホールフリーとすることができる
ため、ホール注入層にイオン化ポテンシャルが小さく、
可視部に吸収をもつような化合物を用いても、発光色の
色調変化や再吸収による効率の低下を防ぐことができ
る。ホール注入輸送層は、発光層等と同様に上記の化合
物を蒸着することにより形成することができる。
【００８８】電子注入輸送層には、トリス（８－キノリ
ノラト）アルミニウム（Ａｌq3 ）等の８－キノリノー
ルまたはその誘導体を配位子とする有機金属錯体などの
キノリン誘導体、オキサジアゾール誘導体、ペリレン誘
導体、ピリジン誘導体、ピリミジン誘導体、キノキサリ
ン誘導体、ジフェニルキノン誘導体、ニトロ置換フルオ
レン誘導体等を用いることができる。電子注入輸送層は
発光層を兼ねたものであってもよく、このような場合は
トリス（８－キノリノラト）アルミニウム等を使用する
ことが好ましい。電子注入輸送層の形成は、発光層と同
様に、蒸着等によればよい。
【００８９】電子注入輸送層を電子注入層と電子輸送層
とに分けて積層する場合には、電子注入輸送層用の化合
物の中から好ましい組み合わせを選択して用いることが
できる。このとき、電子注入電極側から電子親和カの値
の大きい化合物の順に積層することが好ましい。このよ
うな積層順については、電子注入輸送層を２層以上設け
るときも同様である。
【００９０】ホール注入輸送層、発光層および電子注入
輸送層の形成には、均質な薄膜が形成できることから、
真空蒸着法を用いることが好ましい。真空蒸着法を用い
た場合、アモルファス状態または結晶粒径が０．２μm 
以下の均質な薄膜が得られる。結晶粒径が０．２μm を
超えていると、不均一な発光となり、素子の駆動電圧を

16
高くしなければならなくなり、電荷の注入効率も著しく
低下する。
【００９１】真空蒸着の条件は特に限定されないが、１
０-4 Pa以下の真空度とし、蒸着速度は０．０１～１nm
／sec 程度とすることが好ましい。また、真空中で連続
して各層を形成することが好ましい。真空中で連続して
形成すれば、各層の界面に不純物が吸着することを防げ
るため、高特性が得られる。また、素子の駆動電圧を低
くしたり、ダークスポットの発生・成長を抑制したりす
ることができる。
【００９２】これら各層の形成に真空蒸着法を用いる場
合において、１層に複数の化合物を含有させる場合、化
合物を入れた各ボートを個別に温度制御して共蒸着する
ことが好ましい。
【００９３】なお、上記電子注入輸送層、ホール注入輸
送層をＳｉ、Ｇｅ等の無機材料を用いた無機物層として
もよい。また、有機ＥＬ表示器は上記有機層の他に、基
板および基板上に有機層を挟み込むように形成された、
ホール注入電極、電子注入電極等の機能性薄膜を有す
る。
【００９４】電子注入電極としては、低仕事関数の物質
が好ましく、例えば、Ｋ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｍｇ、Ｌａ、Ｃ
ｅ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ａｌ、Ａｇ、Ｉｎ、Ｓｎ、Ｚ
ｎ、Ｚｒ等の金属元素単体、または安定性を向上させる
ためにそれらを含む２成分、３成分の合金系を用いるこ
とが好ましい。合金系としては、例えばＡｇＭｇ（Ａ
ｇ：０．１～５０原子％）、ＡｌＬｉ（Ｌｉ：０．０１
－１４原子％）、ＩｎＭｇ（Ｍｇ：５０～８０原子
％）、ＡｌＣａ（Ｃａ：０．０１～２０原子％）、Ｌｉ
Ｆ等が挙げられる。なお、電子注入電極は蒸着法やスパ
ッタ法でも形成することが可能である。
【００９５】電子注入電極薄膜の厚さは、電子注入を十
分行える一定以上の厚さとすれば良く、０．５nm以上、
好ましくは１nm以上、より好ましくは３nm以上とすれば
よい。また、その上限値には特に制限はないが、通常膜
厚は３～５００nm程度とすればよい。電子注入電極の上
には、さらに補助電極ないし保護電極を設けてもよい。
【００９６】蒸着時の圧力は、好ましくは１．３３×１
０-4～１．３３×１０-1 Pa（１×１０-8 ～１×１０-5

 Torr）で、蒸発源の加熱温度は、金属材料であれば１
００～１４００℃、有機材料であれば１００～５００℃
程度が好ましい。
【００９７】ホール注入電極は、発光した光を取り出す
ため、透明ないし半透明な電極が好ましい。透明電極と
しては、ＩＴＯ（錫ドープ酸化インジウム）、ＩＺＯ
（亜鉛ドープ酸化インジウム）、ＺｎＯ、ＳｎＯ
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していてもよい。ホール注入電極は、透明性が必要でな
いときは、不透明の公知の金属材料等を用いてもよい。
【００９８】ホール注入電極の厚さは、ホール注入を十
分行える一定以上の厚さを有すれば良く、好ましくは５
０～５００nm、さらには５０～３００nmの範囲が好まし
い。また、その上限は特に制限はないが、あまり厚いと
剥離などの心配が生じる。厚さが薄すぎると、製造時の
膜強度やホール輸送能力、抵抗値の点で問題がある。
【００９９】このホール注入電極層は蒸着法等によって
も形成できるが、好ましくはスパッタ法、特にＤＣスパ
ッタ法により形成することが好ましい。
【０１００】光を取り出す側の電極は、発光波長帯域、
通常３５０～８００nm、特に各発光光に対する光透過率
が５０％以上、特に６０％以上、さらには７０％以上で
あることが好ましい。発光光は光取り出し側の電極を通
って取り出されるため、その透過率が低くなりすぎる
と、発光層からの発光自体が減衰され、発光素子として
必要な輝度が得られなくなる傾向がある。
【０１０１】ホール注入電極層を成膜した後に、ＳｉＯ
x 等の無機材料、テフロン（登録商標）、塩素を含むフ
ッ化炭素重合体等の有機材料等を用いた保護膜を形成し
てもよい。保護膜は透明でも不透明であってもよく、保
護膜の厚さは５０～１２００nm程度とする。保護膜は、
前記の反応性スパッタ法の他に、一般的なスパッタ法、
蒸着法、ＰＥＣＶＤ法等により形成すればよい。
【０１０２】基板に色フィルター膜や蛍光性物質を含む
色変換膜、あるいは誘電体反射膜を用いて発光色をコン
トロールしてもよい。
【０１０３】有機ＥＬ表示器は、直流駆動やパルス駆動
等され、交流駆動することもできる。駆動電圧は、通
常、２～３０Ｖ程度である。有機ＥＬ素子の発光しきい
値電圧Vth は、通常２～６Ｖ程度である。 *

18
*【０１０４】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、表示品位
を損なうことなく、さらなるコストの増加を極力抑制
し、消費電力を低減することが可能な有機ＥＬ表示装置
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第一の実施形態の動作および構成を示
す一部回路図である。
【図２】本発明の第一の実施形態の動作および構成を示
す一部回路図である。
【図３】本発明の第二の実施形態の動作および構成を示
す一部回路図である。
【図４】本発明の第二の実施形態の動作および構成を示
す一部回路図である。
【図５】本発明の第三の実施形態の動作および構成を示
す一部回路図である。
【図６】本発明の第三の実施形態の動作および構成を示
す一部回路図である。
【図７】有機ＥＬ素子の等価回路図である。
【図８】本発明の装置の基本構成を示すブロック構成図
である。
【図９】従来の駆動装置の動作および構成を示す一部回
路図である。
【図１０】従来の駆動装置の動作および構成を示す一部
回路図である。
【符号の説明】
１０１  有機ＥＬ表示器
１０２  走査電極駆動部
１０３  データ電極駆動部
１０４  主制御部
１０５  表示制御部
１０６  表示データ記憶部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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